
障害福祉の業界からはもちろん、多種多様な職歴や年齢の方々に働いていただいております。

県内の大学と連携し、実習生として学生の方々を受け入れて、本業種の体験と勉強の場として提供させていただいております。

資質の向上やキャリアアップに向けた支援

入職促進に向けた取組

当法人の定める「定款」の第１章１条及び３条に法人、経営理念を明記し、職員に周知しております。

両立支援・多様な働き方の推進

育児・介護休業等に対する規約を整備、明文化し、ワークライフバランスに対する環境、サポート体制を整えております。

職員個人のライフスタイルに合わせた多様な勤務時間や勤務シフトによる雇用の実績があります。

業務上必要、または有効と判断された資格の取得や各研修について受講や申請についてのアナウンス等の支援を行っております。

年１回を最低限とする定期的な上司との個別面談のほか、必要に応じて個別、集団面談を行っております。

職員満足度調査を年１回行い、現状の法人全体から各現場レベルまで課題を洗い出し、改善の足がかりとして活用します。

生産性向上（業務改善及び働く環境改善）のための業務改善の取組

腰痛を含む心身の健康管理

法人内部向けの相談窓口及び機関を設置しており、対応しております。

雇用形態に関わらず全職員に対して最低年１回の健康診断とストレスチェックを実施しております。

業務管理システムによる業務日報から請求業務への一元管理、グループウェアによる各種書類と設備の一括管理できる環境整備をしております。

送迎や調理、その他システム（IT）対応など、限定支援や間接支援に特化した職域の職員の採用と配置を行っております。

やりがい・働きがいの構成

毎朝、各現場毎に朝会として業務引継ぎや情報の共有、展開、その他職員の体調等の確認を行っております。

近隣の学校との交流会、地域の奉仕活動の受け入れ等で、地域社会との連携や交流促進に対しての活動を定期的に計画、実施しております。


